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2位
オーストラリア
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3位
カナダ
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5位
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11位
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18位
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22位
ドイツ
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33位
韓国
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34位
日本
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35位
ルクセンブルク

5.3%

日本のエネルギー自給率は？
■主要国（OECD加盟国）の一次エネルギー自給率比較（2017年）

※出典：IEA 「World Energy Balances 2018」の2017年推計値、日本のみ「総合エネルギー統計」の2017年確報値　※表内の順位はOECD35カ国中の順位
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日本はどんなエネルギーに頼っているの？
■日本の一次エネルギー供給構成の推移

化石燃料依存度 87.4%化石燃料依存度 81.2%化石燃料依存度 94.0%

2017年度2010年度1973年度

第1次 1973年
第2次 1979年

2011年

石炭
25.1%

石油
39.0%

天然ガス
23.4%

原子力
1.4%

水力3.5% 再エネ等 7.6%

石炭
22.7%

石油
40.3%

天然ガス
18.2%

原子力
11.2%

水力 3.3% 再エネ等 4.3%

石炭
16.9%

石油
75.5%

天然ガス
1.6%

原子力
0.6%

水力 4.4% 再エネ等 1.0%

オイル
ショック

東日本
大震災

※出典：資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」



エネルギーはどこから輸入しているの？
■ 2018年 日本の化石燃料輸入先

サウジアラビア

イラン
ホルムズ海峡

マラッカ海峡

オイルロード

ロシア

中国

ナイジェリア

イラク

アラブ首長国連邦

ブルネイ パプアニューギニア

メキシコ

アメリカ

カナダ

オマーン

インドネシア

カタールクウェート

オーストラリア

石炭

原油

天然ガス

99.3%

99.7%
1位：サウジアラビア 38.6%
2位：アラブ首長国連邦 25.4%
3位：カタール 7.9%

1位：オーストラリア 34.6%
2位：マレーシア 13.6%
3位：カタール 12.0%

1位：オーストラリア 71.6%
2位：インドネシア 11.8%
3位：ロシア 10.7%

97.5%

※出典：財務省「日本貿易統計」（海外依存度は総合エネルギー統計より））

海外依存度と輸入元

マレーシア

●ホルムズ海峡

ホルムズ海峡

イラク イラン

オマーン

アラブ首長国連邦
カタール

クウェート

サウジアラビア

●マラッカ海峡

マラッカ海峡
マレーシア

シンガポール

ベトナム

インドネシア

タイ

輸入元海外依存度



0

20

40

60

80

100

120

100

120

140

160

180

電気料金やガソリン価格はどうやって決まるの？
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2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

国際原油価格WTI（ドル／バレル）

レギュラーガソリン価格（円／リットル）

アラブの春 原油

天然ガス

石炭
シェール革命

石炭CIF価格
（円／千kcal）

日本の輸入天然ガス価格（ドル／MMBTU）
（※百万英熱量単位）

（円／kWh）

国際原油価格WTI（左軸）
日本の輸入天然ガス価格（右軸）
石炭CIF価格（右軸）

家庭用
産業用

20.4
21.3

22.3

24.3
25.5

24.2

22.4
23.7

25.0

13.7
14.6

15.7

17.5
18.9

169.9

112.0

160.0

17.7

15.6
16.6 17.3

約23%上昇

約27%上昇

約25%上昇

約38%上昇

■日本の
電気料金
平均単価の
推移

■原油・
天然ガス・
石炭価格の
推移

■日本の
ガソリン価格
の推移

※出典：NYMEX公表の
数値、IEA World 
Energy Outlook 
2019、平均輸入エネ
ルギーCIF価格（円）を
基に作成

※出典：発受電月報、各電
力会社決算資料を基に
作成

※出典：資源エネルギー
庁「石油製品価格調査」



■世界のエネルギー起源CO₂排出量の推移（1990～2017年） ■各国別のエネルギー起源CO₂排出量シェア(2017年）

世界各国の二酸化炭素（CO₂）の排出量は？

1990年 2000年
出典：CO₂ EMISSIONS FROM FUEL COMBUSTION 2018 Highlights (IEA)
エネルギー起源温室効果ガス排出量の多い国・地域のトップ10を抽出、カッコ内の数字は2017年排出量（百万トン）
※非エネルギー起源温室効果ガス排出量は含まれていません。

単位：CO₂百万トン換算
出典：IEA CO₂ EMISSIONS FROM FUEL COMUSTION （2019 Edition）
　　 2017 Greenhouse-gas emissions (2019 Edition).pdf

（百万t-CO₂）
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中国（9,258）

アメリカ（4,761）

EU（3,209）

インド（2,162）

ロシア（1,537）

アフリカ（1,185）

日本（1,132）
韓国（600）
イラン（567）
カナダ（548）

中国
28.3%

アメリカ
14.5%

EU28カ国
9.8%

その他
18.1%

インド
6.6%

ロシア 4.7%

韓国 1.8%

イラン 1.7%

カナダ 1.7%

サウジアラビア
1.6%

インドネシア
1.5%

メキシコ
1.4%

ブラジル
1.3%

オーストラリア
1.2%

2017年
世界合計

32,840百万
t-CO₂

トルコ 1.2%

南アフリカ
1.3%

日本 3.4%



エネルギーを考える上で大切なことは何でしょうか？

3E+S

Economic
Efficiency
経済効率性

Environment
環境への適合

¥

Safety
安全性

Energy 
security
安定供給

東日本大震災時の津波の影響で
水蒸気爆発をした福島第一原子力発電所

（2011年3月）

千葉県君津市送電線鉄塔倒壊
（2019年9月台風）

兵庫県淡路市風力発電設備倒壊
（2018年8月台風）


